
語
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１．指導計画作成の立場

(1)基本的な考え方

精神発達遅滞児は，知的な発達の遅れに伴い，言語の遅滞を示す場合が多い。

子どもたちの実態をみてみても，表出言語や理解言語がほとんどない子どもから，生活に必要な

言語がある程度発達している子どもまでと個人差は大きいものの，抽象的な内容のものを理解した

り，表現したりすることは，不得手であり，全般的に言語の遅滞が大きい。小学部の子どもたちは，

教師や友達の話を聞くことはできても，その意味が理解できなかったり，自分の要求や意志を，表

情や身振りで訴えることはできても，見聞きしたことや経験したことを相手に話すことは困難であ

ったりするなど，聞くこと。話すことに関する内容が，十分身についていない段階である。中学部

の段階になると，聞くこと。話すことに関する内容はある程度身についており，ひらがなをだいた

い読んだり，視写したりできるものの，語句や短い文を読んだり，書いたりすることは難しい。高

等部の段階では，語句や短い文を読んだり書いたりすることは，ある程度可能になるが，文章の内

容を理解しながら読んだり，句読点やかぎ（「」）などに注意して書いたりすることができるまで

には，至っていない。また，標識や領収書といった社会生活に必要なものの意味がよく分かってい

ない。

ところで，言語が，人間の社会生活の中で果たしていく役割は，大きく分けて次の三つになる。

－①伝達の働き：自分のこころの中で生じた内容（考えや感情）を互いに伝えあったり，外部から

取り入れたさまざまな情報を交換しあったりすること。②思考の働き：言語によって，目の前に

ないものや直接的に経験していないものでも，理解できること。③自己行動調整：声を出さずに

自分の心の中でことばを使ったり，他人からのことばによる教示や命令を受けたりして，自分の行

動を統制していくこと。－このように，言語は，社会生活に適応するために，必要不可欠なもの

である。しかし，前述したように，精神発達遅滞児は，言語の遅滞を示し，社会生活を営んでいく

上で支障を来たすことも少なくない。

そこで，本校では，言語教育の必要性と，子どもたちの言語の発達から，小学部段階では，「聞

く。話す」ことを中心に，中学部段階では，「読む」，「書く」ことを中心に，高等部段階は，

「読む」，「書く」ことを中心に，「聞く。話す」ことも含めて，社会生活に必要な言語をそれぞ

れ指導するための国語の指導計画を作成する。

目標

ｏ聞くこと。話すことに慣れ，読むこと。書くことに関心を持つことを通して，日常生活に必要

な言語能力を養う。

ｏ簡単な話の内容を理解したり，聞き手に分かるように話をしたりするとともに，文章を読んだ

り書いたりすることを通して，日常生活に必要な言語能力を伸ばす。

ｏ感じたこと，考えたことを正確に話したり，文章にしたりすることを通して，社会生活に必要

な言語能力を高める。

(2)

－２４５－



(3)指導計画作成上の配慮事項

①指導内容は，学習指導要領解説書の具体的内容を参考にしながら,子どもの実態に即したものとし，

小学部から高等部まで同一題材のものや関連した内容のものは，低い段階の内容から高い段階の

内容までを系統的に配列する。

②指導領域は，「聞くこと・話すこと」,｢読むこと」，「書くこと」の３領域とするが，題材に

おいては，それぞれが有機的。総合的に展開できるようにする。

③題材の配列にあたっては，生活単元学習をはじめ，他教科・領域，季節，行事等との関連を十

分考慮する。また，子どもの実態に応じ，小学部の児童には，「聞くこと・話すこと」，中・高

等部の生徒には，「読むこと」，「書くこと」を中心にした題材を多く配列する。

④題材は，生活と関連したもの，社会的必要度の高いものなどの観点から設定する。

⑤授業時数は，小学部２時間，中・高等部３時間を週時数とし，年間３５週で配当する。

2．活用上の留意点

（１）一人ひとりや小集団の実態に応じ，指導内容を選択する。

（２）題材名は子どもの実態や指導内容に応じて，児童・生徒に分かりやすいように変更する。例えば，

題材「運動会」で，案内状を作ることが中心ならば，「運動会の案内状作り」といったように題材

名を変える。

（３）言語活動は，あらゆる生活の基盤となっているので，他教科・領域や日常生活の場でも，関連し

て指導の機会をとらえるようにする。

（４）小学部では学級単位，中・高等部では能力別に学習指導を行うことを基本とする。
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国語科題材一覧表

函
吟
『

/Ｉ､ 学 部

低 中 高

中学部

Ａ Ｂ Ｃ

高 等部

Ａ Ｂ Ｃ ， Ｅ

４

あいさつを

減348） みんな存蝋8）
自己紹 幸P、２４８）

自己紹介
(Ｐ、２４８）

５
この音，な
あに
（Ｐ､２４９）

あてつふ垂墨９ ）
ことば遊び
(Ｐ､２５１）

ことばの決まり
（Ｐ、２５１）

標識や掲 ホ
(Ｐ、２５３）

６

７

お話きこう
(Ｐ､２５４）

目はどこか
な
(Ｐ､２５６）

童
(Ｐ． 霊４）

自分(震集6）

童話・物語 ●

請Ｐ、２５４）

苧P､弓58琴
日記 緋妾８ ）

ことば遊び

（Ｐ、２５１）

ことばの決まり

(Ｐ、２５１）

９

１０

お話しよう
（Ｐ､２５９）

お使いしよ
幸

つ

（Ｐ､２６３）

お話(俵品9）

買い物房Ｐ
こ

２６３）

運動 会
（Ｐ、２６１）

標識や褐
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電 話

（Ｐ、２６５）

１２

１

まねて書こ
ア

？P｡２６６）

溌弓ドで
（Ｐ､２６８）

年 章P､蕊６ ）

力〕るた
（Ｐ、２６８）

手P､害661手
はがきや手紙
（Ｐ、２６６）

ｶユる た

(Ｐ。２６８）

､ろいろな書式

（Ｐ。２６６）

２
劇あそびを
よっ
（Ｐ。２６９）

劇
（Ｐ。２６９）

劇
（Ｐ、２６９）
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(Ｐ、２６９）
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題材 あいさつをしよう みんな友だち 自己紹介

学部 /Ｉ、 ﾉＩ、 中 高

学年・段階 低 中．高 Ａ・Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ。Ｄ・Ｅ

月（時数） ４月（４） 4月（４） ４月（６） 4月（６）

目
標

○

○

○

友達や先生とあいさつができるようにする。

自分の名前や友達の名前が分かり，読んだり書いたりできるようにする。

相手によく分かるように要領よく自分を紹介できるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

１．あいさつをする。

(1)先生とあいさつをする。

(2)友達とあいさつをする。

｢おはよう」「こんにちは」

(3)友達ゲームをする。

2．名前をみつける。

(1)自分の名前カードをみつける。

(2)名前カードと人物を結びつけ

る○

(3)文字カードで名前をつくる。

3．自己紹介をする。

(1)自己紹介カードをつくる。

(2)先生と一緒に名前を言う。

(3)一人で名前を言う。

＜基本話型＞

わたしは○○です。

どうぞよろしくお願いします。

(4)学年や住所などを言う。

(5)自分の趣味や近況等を話す。

(6)家族の紹介をする。

名前・年齢・職業など

4．自己紹介の作文を書く。

○

○

○

○

○

○

０

○

○

○

○

指導者が一人ひとり名前を呼び

挙手や返事をしてからあいさつを

させる。言葉のない場合は礼だけ

でもよい。

曲の流れる中で合図によって出

会った人とあいさつをさせ，多く

の友達と接する場をつくる。

自分の名前を語形として覚えさ

せ，友達の名前と区別させる。

文字カードは少数から始め，次

第に数を増やしていく。

文字弁別ができない場合は特定

のしるしの弁別から始める。

話せなかったり読めなかったり

する場合は，自己紹介カードをも

たせ，指導者とともに紹介させる。

敬体を使って友達に聞こえるよ

うな音量で話させる。

聞く態度にも留意する。

住所は○○市○○町○○番地ま

で正確に覚えさせる。

一人ひとりの趣味や家族等につ

いてはあらかじめ調べておき，紹

介するときの手助けとする。

能力に応じて近況や趣味，関心

のあることなどについて書かせる‘

●

●

楽しい曲

タンバリ

ン

･名前カー

ド

･文字カー

ド

･画用紙

● クレパス

･絵の具

● 名簿

･家族の写

真

･声の録音

ﾗア プ

･原稿用紙

、生 ●

Ｉ

合一

父

１戸～グ ３

１－１．３

Ⅲ－１．２

･国１－４

Ｉ １０

１－１７～２０

１－１５～2１

Ⅲ－１７

Ⅲ－４．６

m－８．９

１V－７．８

Ｗ－５

Ｖ－５．７

Ｖ－８

Ⅳ－１９

Ｖ－７



主な学習活動・内容

この音，なあに あてっこ遊び題材

学部

学年・段階

小

低

５月（８）

中・高

５月（８）月（時数）

ｏ音が聞こえる方向を探したり，音まねをしたりできるようにする。
目

ｏ音を聞いたり，実物を見たりして，ある物を他と区別することができるようにする｡

標 ｏ分からないことを質問し，ヒントを手がかりに正しい物を指摘できるようにする。

準備｜関連内容占
ハ、、意

･旗

留

･オルゴー

ル

･ベル

・たいこ

・ラッパ

･呼び子

・カスタネ

ット

・シンバル

･鈴

・カセット

レコーダ

･国１－６

７

１－４

１－７

６
７
４
４
－
－

１

１
Ｉ

･絵カード

－２４９－



－２５０－

主な学習活動。内容 留意点 準備 関連内容

〕・音あて遊びをする。

○

○

○

○

動物（犬，猫，牛，ぶた

ワトリなど）

， 二

乗物（自動車，汽車，飛行機

など）

環境音（時計，台所など）

自然音（雨，かみなり，風な

ど）

4．あてっこをする。

(1)袋の中へ手を入れて触ったり，

ヒントを聞いたりして，あてる。

(2)実物や絵カードの一部を見て

あてる。

(3)ヒントを聞いてあてる。

(4)ふたつの似ているもののちが

いを比べてあてる。

5．なぞなぞごっこをする。

(1)第１ヒントで連想した品物を

発表する。

(2)第２ヒントを書いて，(1)で発

表したものから違うものを取る

(3)第３ヒントを聞いて，正解を

発表する。

6．「はい」 ，

る。画バナナ

｢いいえ」遊びをす

(1)ヒントをことばで聞き，予想

するものを答える｡黙るもの
(2)質問する事項を聞き，質問す

る。質問「色」「形」

(3)質問されたら，「はい」 ９｢(,、

いえ」で答える。質「赤」答

｢いいえ」質「黄」答「はい」

(4)次に質問することを聞き，震

問する。質｢丸｣答｢いいえ」

質｢長四角」答｢はい」

(5)正解を発表する。

｡

０

○

○

○

０

テープを流し音を聞かせ，写真

や絵カードを取らせたり，ことば

で応答させたりする。

音あてをさせたら，お面をかぶ

らせてまねをさせたり，関連する

リズムをさせたりして，あてたも

のの特徴を確認させる。

○

あてっこをする前に，あてるも

のを見せたり，触らせたりしてお

く。

はじめは，見て連想した品物の

名前を自由に言わせ，その中から

○

しぼらせていく ０

形や用途など比較のできるもの

をふたつ組み合わせて考えさせる〔

○

経験したことや，食べ物，乗り

物など，どの子も知っている身近

なもののなかから，幅広く仲間集

○

めができるものを課題とする。

第３ヒントで正解がひとつにし

ぼられるようにする。

課題を追求させる順序として，

形，色，大きさなど，どの面から

追求させればよいか，あらかじめ

考えておく。

課題は，ほとんどの子どもが知

っていることがらや事物から選ぶ

子どもたちが少し考えれば，正

解が導きだせ，喜びを味わわせる

ことができるような課題にし，接

雑なものは避ける。

● カセット

レコーダ

ー

･写真

･絵カード

●

●

面

実物

･おもちゃ

･文房具

･絵カード

･絵カード

･正解カー

●

ド

かご

･絵カード

●

●

ヒントカ

ド

実物

２
３
５
６

４
８
５
７
６
７
２
６

４

一
一

Ⅲ

Ⅲ
Ｉ
Ⅲ

１

１

国



－２５１－

題 材 ことば遊び ことばの決まり

学部 中 高 中 高

学年・段階 Ａ Ａ・Ｂ Ｂ・Ｃ Ｃ・ＤｏＥ

月（時数） ５月（１２） ６．７月（１０） 5月（１２） ６．７月（１０）

目
標

○

○

○

ことばあつめやしりとり遊びを通して，語いを増やしことば遊びができるようにする。

ことばの決まりがわかり，促音や長音などの含まれた語句が読めるようする。

促音や長音などの含まれた語句や短い文を読んだり，書いたりする力を身につけさせる。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

１．いろいろなことばをあつめる。

(1)なかまあつめをする。

○

０

○

○

○

○

動 物

くだもの

花

乗り物

はじめに○のつくことば

はんたいのことば

(2)ごっこ遊びをする。

○

○

○

電車ごっこ

ままごとごっこ

音あてごっこ

(3)しりとり遊びをする。

2．

字

○ しりとり遊びの歌

画こぶた－たぬき一きつつき

ことばの決まりについて話し合

つｏ

(1)ひらがなを読んだり，書いた

りする。

○

○

自分の名前と友だちの名前

自分の知っているもの

(2）かたかなを読んだり，書いた

りする。

○パン ， メロン．ジャムな』

０

○

○

○

動物園や遊園地，お店屋さんな

どに行った時にどんなものを見た

か発表させ，いろいろな物の名前

を知っていることに気づかせ，こ

○

○

とばあつめに関心をもたせる。

いろいろなお店屋さんを撮った

スライドやＶＴＲから，商品が種

類別になかま分けされていること

を知らせる。

○

適宜に役割を交代させて，実態

に合ったことばを引き出し，語い

を増すようにさせる。

○

能力に応じて書く指導も行う。

絵カードと文字カードを対応さ

せて，絵と文字のマッチングを図

○

るようにする。

動物のお面をつけさせて，しり

とり遊びへの抵抗感を和らげる。

ひらがなとかたかなの単語カー

ドと具体物，絵などを対応させて

取扱った文字については，五十壱

表に書き入れさせる。

書くことの困難なグループに↓目

なぞり書きや複写をさせる。

給食などの身近な場から導く ０

･動物のぬ

●

●

いぐるみ

くだもの

生花

･絵カード

･文字カー

●

ド

スライド

・ＶＴＲ

●

●

箱 車

カセット

レコーダ
、、

｡絵カード

･文字カー

ド

･オルガン

･動物の面

･ひらがな

力>たかな

の単語力

ド・緒

ヨ１－５

Ｗ－４．５

１－１４°２０

１－６

算１－２．３

・４

生・遊

１－１

算１－３

図１－６

’国１－１８．２（

・国１－２０

．国Ⅲ－１５

.生・交

１－１．２

．国１－１５．１'



－２５２－

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

(3)正しいかなづかいについて調

くる

○

音

０

長音，よう音，促音 ， Iまつ

(4)外来語やローマ字を読んだり，

書いたりする。

(5)送りがなのつけ方を調べる。

○ 赤。，行④など

(6)句点（。）読点（，）（「」）

など表記の使い方を調べる。

(7)助詞の使い方を調べる。

○ 助詞「を，↓ま，へ」などの

読み，書き，発音の練習

(8)敬語の使い方を話し合う。

○ 尊敬語，丁寧語など

(9)ことばの種類とはたらきを調

くる

○

○

○

○

０

物の名前を表すことば

動き（動作）を表すことば

様子を表すことば

文と文をつなぐことば

⑩短い文を読んだり，書いたり

する

○

○

◎

基本文型

○○は○○です。

○○は○○しました。など

応用文型

○○は○○して，○○です，

○○と○○は……だ。など

０

○

○

○

○

○

○

○

○

○

音節に気をつけて，正しく発音

できるように口の動きをまねさせ

ながら言わせる。

身近にある言葉を取りあげる。

日常よく目に触れたり，使った

ﾘする立て札や標識の外来語やロ

－マ字を提示して知らせる。

送りがなのつけ方や，句点，読

点の使い方などは，日課帳の文や

作文などから取り扱う。

｢ぼく○学校○行く｡｣などの身

近な短文を使って取り扱い，日常

の会話の中で使用していることに

気づかせる。

いろいろな場を設定して，劇化

して動作と関連づけながら，正し

い使い方を練習させる。

1の(1)のなかまあつめの学習と

関連づけて取り扱う。

動作の模倣化や，それぞれの様

子を表す場を設定して，ことばを

引き出す工夫をする。

日記帳の文章や，これまでの文

集などを取扱って，関心をもたせ

る○

日記文や作文などから，文型を

取り入れて書いていることに気づ

かせ ， 読むことや書くことに自信

をもたせる。

･音節カー

ド

･文字カー

ド

･立て札

●

●

●

標 識

日課表

作文

･短文を書

いた短冊

カード

･文字カー

ド

。☆，☆☆

☆☆☆の

教科書

･文字カー

ド

･日記帳

● 文集

･文型を書

いた短冊

カード

国１－２０

Ｉ－ｌ４

１５１７

ｍ－ｌ２

ｍ－１１

Ｖ－ｌＯ

１３１６

Ｉ－１４

Ｗ－１８

Ｖ－２０

１Ｖ－１６

Ｗ－２０

５
９
８

Ｖ
８
Ⅲ

･音Ⅲ－５

．国１－９

●

●

1７

Ⅲ－９

音１－２１

生・役

Ⅲ－４

･国１－１７

2１

Ｗ－１６

1８

Ｖ－２０



－２５３－

題材 標識や掲 ホ

学部 中 高

学年・段階 Ａ・Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ。Ｄ・Ｅ

月（時数） １０月（１２） ５月（７）

目
標

○

○

○

日常よく目にする標識，看板，立て札，表示などに関心をもつことができるようにする。

日常生活や社会生活に必要な標識，看板， 立て札，表示などの意味が分かるようにする。

標識や表示などに対応した行動がとれるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．いろいろなしるしを調べる。

2．

０

○

○

０

○

○

、

ン

教室や廊下で見るしるし

屋外や校庭で見るしるし

そのほかの所で見るしるし

－ルやしるしを集める。

動物や花などのシール集め

色別，形別の積み木集め

名札，係札などの札集め

3．道路標識について調べる。

○ 横断歩道，通行止

止まれ，徐行など

4．学校内の標識や掲示物について

調べる。

○ 学校案内図ｏ掲示板

5．看板や掲示，表示などについて

読み方や意味を調べる。

6．

○

○

○

○

○

○

（

郵便局ｏ病院ｏ駅

○○○の店

入口，出口，化粧室など

ＯＮＯＦＦ

ＴＯＩＬＥＴ

紬匁

， ＥＸＩＴ

切り口
一一一

標語やポスターをかく。

作品制作と展示

）

、

○

○

○

○

０

カバン棚やくつ箱などで自分の

所にはどんなシールや印がつけて

あるか発表させ，印に関心をもた

○

せる

○

０

おもちゃ，シール，名札など興

味のある物を使って，分類や整理

○

など意味づけした分け方をさせる。

○

他教科，領域との関連を図る。

他領域，学校行事（交通安全教

室）などの学習と関連づける。

場所と標識を対応させて，標識

や掲示について意味を理解させる〔

○

いろいろな標識の中から，特に

生命の安全に関するもの，日常生

活に不可欠なものを，子どもの実

態に応じて取り扱うようにする。

ローマ字や英語，カコたかななど

で書かれた看板や表示なども取り

扱う。

いろいろな説明書などに示して

ある表示も取り扱う。

Iま

標識や看板，掲示などについて

９ 実際に町や校内の見学をして

掲示や看板などを読ませ，対応し

た処理や行動のとり方を指導する

作品の展示から，標語やポスタ

９ 掲示物などへの関心を高める

・シール

・ラベル

●名札

･花壇の札

･おもちゃ

･積み木

●

●

名 札

整理

･いろいろ

な標識

･学校案内

図

･掲示板

･掲示物

。☆☆☆の

｢標識」

･説明書

･メモ帳

･筆記用具

･図標識

･文字標識

･はさみ

･缶きり

･展示板

･作品

画１－１７１８

1－１２１３

Ⅲ－１１

算１－２３４

算１－２

生・安

111～１４

生・安

Ⅲ１１～１５

社Ｗ－ｌ４１５

1９２０

２７

社Ｖ－９３０

3２

国Ｗ－１１１３

１４

Ｖ－１０１３

1６

,職Ｖ－１４

,美Ｗ－６

．美Ｖ－５



－２５４－

題 材 お話きこう 童話 童話・物語・詩

学部 /１､ /Ｉ､ 中 高

学年・段階 低 中・高 Ａ・Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ Ｃ・Ｄ・Ｅ

月（時数） 6月（８） 6月（８） ６月（８） 1０月（１２） ９月・１０月（１５）

目
標

○

○

○

絵本などを見て，身近な乗物や動物などの名前を言ったり，好きなものをさがしたりすること

ができるようにする。

簡単な紙しぱいを見たり，童話を聞いたりして，その内容のあらましが分かるようにする。

簡単な物語や詩を聞いたり，読んだりして，感想を話したり，書いたりすることができるよう

にする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．絵本をみる。

○

◎

○

○

○

乗物

動物

おやつ

家

仕事など

２．読みたい絵本を読む。

(1)いろいろな絵本を集める。

(2)読む本を決める。

(3)絵本を読む。

(4)自分の読んだ絵本について発

表する。

○

○

○

何の絵本

絵本の紹介

おもしろかったところ

3．紙しぱいをみる。

(1)題名や登場人物について話し

合う０

(2)見たり聞いたりする。

○

○

○

前半の部分

後半の部分の予想

後半の部分

(3)おもしろかったところを発表

し，動作化する。

○

○

○

○

○

○

○

絵本は,子どもたちが興味・関心

を持ち，よく名称を知っているも

のを選ぶ。

絵本を読みながら，擬音をテー

プで流したり，実物やおもちゃを

提示したりする。

○

読みたい絵本を集めさせ，種類

ごとに分けさせる。

読む本が決まらない子には，教

師が一緒に捜したり，いくつか読

んであげたりする。

絵本に出てきた人や物について

絵をかかせたり，動作化させたり

して発表させる。

子どもたちの知っている話や興

味・関心のある話を選ぶ。

登場人物が次どうするか（どう

なるか）予想させ，話を聞こうと

する意欲を高める。

後半どうなるかを予想させ，予

想と実際とどうだったか確かめさ

せて，最後まで意欲を持たせる。

●

●

●

絵本

カセット

レコーダ

実物

･おもちゃ

● 絵本

･紙しぱい

国1--14

５
６
１
１

１－２

３

１－２

３



－２５５－

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

4．童話を聞く。

(1)題名や登場人物について話を

聞く ０

(2)童話を聞く。

○

○

○

録音

先生の朗読

友達の朗読

(3)感想を話し合う。

○

○

登場人物

おもしろかったところ

(4)場面の様子やあらすじについ

て話し合う。

5．童話や物語を読む。

(1)読みたい童話や物語を準備す

る０

(2)表紙や目次を見て，話の展開

を予想する。

○

○

登場人物

話の内容

(3)童話や物語を読む。

○

○

音読

黙読

(4)読んだ本について，発表する

○

○

話のあらまし

おもしろかったこと

6．詩を読んだり，書いたりする。

(1) 詩について話をきく。

(2)詩を聞き，感想を発表する。
○

○

おもしろかったところ

童話や物語と違うところ

(3)詩を読む。
(4) 詩を書く。

○

○

○

○

○

○

○

子どもの能力に応じて，作品を

選定する。

○

童話の主な場面を絵で提示して，

話の筋が分かりやすいようにする。

○

○

同じ童話を，繰り返し聞かせ，

子どもたちが興味・関心を持った

○

ところを読まさせる。

○

言葉や動作で自由に表現させるｃ

おもしろかったところなどは絵

にかかせて ９ 発表させる。

ＴＰや絵で，いくつかの場面を

あらすじにそって示し，話し合わ

せる

○

０

はじめは話の筋の簡単な童話や

物語を読ませる。

○

登場人物や話の展開を予想させ

読むことへの意欲を高める。

予想したことを文や絵Iこかかせ

考えていることを明確にさせる。

友達と一緒に読ませたり，

で読ませたりさせる。

一 人

発表したことを文にまとめさせ

整理しておく。

詩のおもしろさに興味，関心を

持たせるため，身近な事を題材に

した詩をいくつか聞かせる。

思ったことを自由に発表させ，

詩を読むことを意欲づける。

詩の形式にあまりあてはめず，

詩を読ませたり，書かせたりする

●

●

●

童 話

絵

カセット

レコーダ

一

･ＯＨＰ

●

●

●

話
語
童
物

詩

ヨＩ １

Ⅲ－１

Ｗ－１

Ｖ １



－２５６－

題 材 目はどこ力。 な 自分の体

学部 ﾉ』、

学 年 低 中．高

月（時数） ７月（４）７月（４）

目

標

○

○

○

身体を動かして，乗り物や動物などの模倣ができるようにする。

教師などの簡単な指図を聞いて，身体の各部位を触ったり，名前を言ったりすることができる

ようにする。

身体で足りない部位を指摘して，その部位の名前を読んだり書いたりすることができるように

する ０

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．音楽に合わせて，いろいろな身

体部位を動かす。

○

○

○

○

歩行

・ロボット

●

●

●

走

ヘリコプター

しゃがみ歩き

力 二二

四つぱい歩き

猫

2．いろいろな身体部位を触る。

(1)模倣をする。

(2)目を閉じて，触られた部位を

当てる。

(3)触ったり，触られたりした部

位の名前を言う。

(4)いろいろな指示に従い，各部

位を触る。

画「ひざを２回たたきなさい｡」

｢手を頭に置きなさい｡｣など

○

○

○

○

○

乗り物や動物など，興味・関心

のあるもののまねをさせる。

手や足を曲げずにのばしたまま

にさせ，まねをさせる。

手を横に広げさせたり，ぐるぐ

る回させたりする。

両手をはさみにして，横歩きを

させる。

お母さん猫，赤ちゃん猫にさせ，

高ぱい歩きや四つぱい歩きをさせ

る０

。このほか，両足とびや片足とび，

○

○

○

横転などが考えられる。

はじめは，身体部位の名前にふ

れず，模倣をさせる。

分かりやすい部位（頭，手，目

口など）から始め，次第に細かい

部位（髪，つめなど）に触る０

自分の各部位を触ったり，友達

や教師に触らせたりして，身体部

位の認識を高めさせる。

●

●

カセット

コーダー

面

･絵カード

･絵カード

(身体各

部位）

'国１－４

７

１－４

１－４

1－４

７



－２５７－

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

３．人型に服を着せたり，顔をかいた

りする。

(1)足りない部分の名前を言ったり，

かいたいする。

(2)顔や手足のカードを組み合わせ

て，人型を作る。

』､,』

、
e夕

、二つ

今

(3)人型に服を着せる。

(4)身位各部をひらがなで書く。

０

○

０

○

○

○

服を着させたり，顔を力〕かせ

たりして，身体各部位の名前や

形などをはっきりさせる。

自分の各部位を触らせたり，

名前を言わせたりして，足りな

い部分を補わさせる。

鼻を上下逆さにしたり，耳を

左右逆にしたりすることがある

ので，友達の顔や手本を見せて，

その付き方に注意を向けさせる。

服や帽子を人型につけさせる

ことで，身体部位の大きさや形

に気づかせる。

場合によっては，人形に服を

着せさせて，身体各部位の関係

を確かめさせる。

能力に応じて，カードを取ら

せたり，なぞりをさせたりして

身体各部位と名前を結びつけさ

せる０

⑨

●

人 型

服

･身体各部

●

位の絵力

ド

プリント

４
５
４
３
９
１
５

１
１
１
２
１

一
一

国Ｉ

Ⅲ



－２５８－

題材 絵日記 日記と作文

学部 中 中

学年・段階 Ａ Ｂ・Ｃ

月（時数） 7月（６） ７月（６）

目
標

○

○

０

日常生活で経験したことを，教師と一緒に，絵にかいたり，文に書いたりすることができるよ

うにする。

日常生活で経験したことを，簡単な文に書くことができるようにする。

日常生活で経験したことを，簡単な文にまとめることができるようにする。

主な学習活動・内容 留
＝乏

占,吾｛，､､、 準備 関連内容

1．絵を見て話をする。

○ 食事場面，プール等

2．絵日記をかく。

(1)経験したことを絵にする。

(2)自分の絵について話をする。

(3)絵についての文を書く。

3．日記を書く。

(1)経験したことを話し合う。

(2)簡単な文に書く。

(3)日記を書く。

○

○

月日，曜日，天気

できごと

「いつ・どこで。だれが。

どうした」

4．作文を書く。

(1)題を決める。

○ 水泳，宿泊学習など

(2)中心に書くことを決める。

(3)書く順序を決める。

(4)文を書く。

(5)文を読みなおす。

(6)友達の前で発表する。

○

○

○

○

○

○

日常生活の中で興味ある場面を

取り上げ，身振りや手振りを取り

○

入れて絵をもとに話をさせる。

文字の書けない生徒には絵だけ

かかせる。文にできない場合には，

話しことばを簡単な文に書き，な

○

○

ぞり書きや模写等をさせる。

自由な話し合いの中から，

文や一行文を書きとらせる。

一 語

能力を考慮して，ます目の大き

さなどを工夫した用紙を用意するｃ

日付の特別な読み方についても

取り扱う。

カードを使用することによって

基本文型を作る手助けとする。

初めはどの生徒にも共通するよ

うな題材を選んで短い文を作らせ

る◎

接続詞を使わせることによって

文の順序をわかりやすくさせる。

書いた文を読み返させることに

よって誤字や脱字を見つけさせる

●

●

●

●

●

●

●

絵

クレヨン

色えんぴ

つ

紙

原稿用紙

基本文型

カード

原稿用紙

国１－２

１－１７～1９

１－２１

Ⅲ－１４～1６

Ｗ－１５，１６

Ｖ－２０

IV-15～1９

Ｖ－１８

Ｖ-21～2３



－２５９－

題 材 お話しよ
字

つ お話作り

学部 ﾉ１､

学年・段階 低 中。高

月（時数） 9月（８）９月（８）

目
標

○

○

○

簡単な質問に応じ，絵カードを指したり，答えたりできるようにする。

具体物や絵カードの内容を，簡単な言葉で話すことができるようにする。

絵カードを見たり，動作化したりして，あらましを話したり，順序どおり並べたりすること

ができるようにする。

主な学習活動。内容 留意点 準備 関連内容

1．問答遊びをする。

○

０

○

名
、〃一

剛

遊び

好きな食べもの

ｏあいさつなど

2．一語文で話す練習をする。

（１）教師が指示した絵カードを選

ぶ○

(2)教師が示した実物や絵カード

の名前を言う。

3．二語文で話す練習をする。

(1)具体物を使って教師のまねを

する○

画「犬が歩く」

○

○

｢犬が」と言うと同時にぬ

いぐるみの犬を手で持ち上げ

る０

｢歩く」と言うと同時に犬

を手でかかえて歩かせる。

(2)絵カードを使って教師のまね

をする。

０

し

絵カードを指差して，発語

， 動作をする。

○

○

○

○

○

実物や写真・絵カードを見せ，

答えさせる。

○

○

声が出ない子には，該当するも

のを選ばせたり，指差しさせたり

する

○

○

０

絵カードは，子どもたち力§’よ

く知っているものの中から選ぶ。

絵は ， 見ていて，答えが一つに

なるような単純なものにする。

↓ま

二語文で話をさせる場合，課題

, 普段子どもたちが接したり，

使い慣れたりしている事物やこと

ばとする。

る

教師がした後，同じようにさせ

０

ことばは，動作を基礎にしてい

ることから，ここでは，ことばよ

りも動作を中心に指導する。

絵カードを指差しながら，動作

もさせる。

最終的には，絵だけをみて，

人で，できるようにする。

●

●

実 物

写真

・絵カード

● 実物

･絵カード

● 実物

･絵カード

１
２
３

９
４
５
６
７
８

１
１
１

一
一

国１

１

１



－２６０－

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

(3)マス目に積み木を一つずつ入

れながら文を作る。

圃「かめが走る」

(4)絵だけをみて文をつくる。

４．ききとり遊びをする。

(1)簡単な話を聞く。

(2)質問に答える。

圃話「太郎君はかけっこで１番

になりました｡」

5．お話作りをする。

(1)簡単な話を聞く。

圃話「太郎君はかけっこで１番

になりました｡」

(2)話の内容にあった絵カードを

選ぶ０

回「かけっこで」

(3)絵カード３枚を並べて話を作

る○

i壷

○

○

○

○

○

０

○

○

０

○

○

○

○

絵の下にその単語の数だけマス

目を作っておき，その中に上の絵

と対応する絵をかいておく。

はじめに教師がやってみせて，

そのあとで，子どもに一人でさせ

る◎

文作りが中心になるが，子ども

が，興味・関心を持って学習でき

るように， ったら，

動作をさせたり，絵をかかせたり

する ０

うまくできない時は，(2)をもう

一度やらせてみる。

誤った場合は，マス目をみせて，

文を作らせる。

話を聞いて分からないときは，

絵カードを見せたり，動作で表わ

したりする。

運動会に関連した話や子どもた

ちの興味・関心のある話を準備す

る０

はじめに，二語文で慣れさせて

から ， 三語文以上に入る。

話が分からない時は，動作化さ

せたり，文を区切ったりさせる。

似たような内容の絵カードを準

備し ，

文は

その中から選ばせる。

， 3枚のカードで説明でき

るように，あらかじめ作っておく。

文の一部を少しずつかえていき

お話作りに!慣れさせる。

絵カードを３枚並べることが難

しい時は，文でヒントを与えたり，

動作化させたりする。

･絵カード

･積み木

･絵カード 認国Ⅲ●

６
３
２
３
６
５

Ⅲ



－２６１－

題材 運動会

学 部 中 高

学年・段階 Ａ・Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ ，。Ｅ

月（時数） 9月（１２） 9月（１２） 9月（９）

目
標

○

○

０

教師や友達と一緒に言葉のやりとりをしながら運動会ごっこができるようにする。

運動会でよく使われる用語の意味がわかり，話したり読んだりできるようにする。

簡単な案内状を書いたり，運動会についてまとめたりしながら，大事なことを落とさずに順序

よく伝えることができるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．運動会ごっこをする。

(1)ＶＴＲや写真をみる。

(2)まねっこ遊びをする。

０

○

フレーフレー○組

三三七拍子

ｏよ－い，どん

2．運動会の種目を調べる。

(1)種目カードを選ぶ。

○

○

○

具体物

絵カード

単語カード

(2)種目名を読む

画 画 －労⑳⑥⑤、

⑳⑤⑥、→⑳⑥⑤、

⑤○②④→⑥⑤②④

(3)種目紹介をする。

「～をします。がんばります。

○

○

○

教師や友達と一緒に運動会の様

子をみせて，楽しい雰囲気を味わ

わせる。

ごく簡単な言葉を身振りを通し

ながらまねさせる。

赤組と白組にグループを分けて

応援やかけっこの競争をさせたり

旗やボンボンなどを赤白に分けさ

せたりして赤白の弁別ができるよ

○

○

うにする。

選択にあたっては，その種目に

用いる用具を呈示したり，絵カー

ドを呈示したりして種目を理解さ

せ，次第に語句としての種目名に

興味を持たせていく。

○

種目名は単語カードや文字カー

ドを使ってマッチングをさせたり

読ませたりしながら語形として意

識づけていく。また文字の順番を

入れかえたり，脱字をつくったり

して，文字への意識づけを図る。

紹介の内容は能力に応じて変え

ていく。

・ＶＴＲ

●

●

写 真

笛

･応援旗

。ボンボン

･ハチマキ

● 帽子

･種目で使

う用具類

･絵カード

･単語カー

ド

･文字カー

ド

･アナウン

ス用メモ

ヨ’－１，２

１－３，４

１－４６

１－７，８，９

１－１０

１－１７

Ｉ－１８

Ｉ－１７

Ｉ－２０

Ｉ－１１

Ｉ－ｌ４

ｍ－１３

Ｉ－１４

１－１０



－２６２－

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

3．プログラムを書く。

(1)自分の出る種目名を書く。

○

○

こうしん

リズム など

(2)プログラムを書く。

○

０

○

自分の出る種目

自分の学部の種目

全体のプログラム

4．案内状を書く。

(1)相手を決める。

(2)案内状の内容を話し合う。

日時・場所・内容等

(3)案内状を書く。

5．アナウンスの練習をする。

(1)まねて言う。

掴「プログラム○番は○○部の

○○です｡」

(2)放送原稿を読む。

(3)実況放送の練習をする。

○

○

徒競走

団体種目など

6．運動会の作文を書く。

(1)題を決める。

(2)中心に書くことを決める。

(3)書く順序を決める。

(4)文を書く。

(5)文を見直す。

(6)友達に発表する。

０

０

○

○

○

○

○

○

０

能力に応じてなぞり書きや模写

をさせる。

簡単なかたかな等の書き方も練

習させる。

たて書きと横書きの両方とも経

験させる。

字の大きさや配分等も考慮して

書かせる。

○

◎

案内状を出す相手は家族や先生

方など身近な人とする。

日時や場所等の未記入の案内状

と正しい案内状とを比較させ,案内

状に必要な内容を考えさせる。

アナウンスは運動会当日を想定

して，大勢の人にわかりやすくす

るため，はっきりした発音でさせ

る○

原稿はできるだけ簡潔に表現し

たものを使い，読めない漢字には

ふりがなをしておく。

ＶＴＲや実際の活動に即して，

躍動感を盛りあげるテンポで話さ

せる０

で;きるだけ一つのできごとにし

ぽって書かせる。

表現能力の豊かな子には，した

こと ， 見たこと，感じたことなど

を盛りこんで書かせる。能力によ

っては一行文をつないで作る共同

作文としてもよい。

● 力〕たかな

表

･プログラ

ム用紙

･案内状

･マイク

･放送原稿

･原稿用紙

･取材メモ

紙

戸～

４
３
４
５
９
３
１
１
１
２
２
２

３
５
７
０
９
８
５
３
２
２
５
８
１
２
３

１

１
１
１
１
２
１
１
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ｉ
Ⅲ
Ⅳ
Ｉ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅳ
Ｖ
Ｖ
１
Ｖ

国



－２６３－

題 材 お使いしよう 買い物ご つ こ

学部 /Ｉ､

学年・段階 低 中°高

月（時数） １０月（８） １０月（８）

目
標

○

○

０

簡単な依頼の言葉を聞いて，お使いができるようにする。

要件を落とさずに簡単な伝言をし，
ロ。

貝 い物ごっこができるようにする。

買い物に必要な簡単な言葉が使えるようにする。

主な学習活動・内容
占留意，､､、 準備 関連内容

お使い遊びをする。

(1)品物の名前を調べる。

○ 色，形，手触わり，味など

(2)提示された物と同じ品物を見

付けるｂ

○

○

○

０

○

実物と実物

実物と模型

模型と模型

模型と絵カード

絵カードと絵カード

(3)お使いをする。

2．

画ア

イ

，

，

りんごを取ってください

りんごを赤い箱に入れて

ください。

ウ，りんごを○君にあげてく

工

ださい。

９ りんごとみかんを取って

ください。

(4)お使いをした品物で遊んだり

食べたりする。

買い物ごっこをする。

(1)お店には，どんな品物がある

力｡話し合う。
○

○

○

おもちゃ

本

くだもの

〕

っ

○

子どもが使い慣れている物や名

前をよく知っている身近な物を準

備する。

最初は，実物や模型からはじめ

子どもたちがお侭)のし方にI慣れて

○

きたら絵カードなどを使うように

する

○

。

最初は，指示を一つずつしお使

いを十分行うようにする。また ，

慣れてきたら，場所や人を指示し

たり，取る品物を増やしたりして

聞き取る内容を次第に多くしてい

○

く０

できない子どもには，教師が一

緒にやりながら，お使いのし方を

○

身につけさせる。

必要に応じて，「○を下さい｡」

「どうもありがとう｡｣などの言葉

を使わせるようにする。

お使いをした品物で遊んだり食

べたりすることでお使いの楽しさ

を味わわせる。

８ミリや写真を見ながら，お厄

で売っている物を言わせたり，糸

店には看板があることに気づか七

たりする。

°乗り物や

●

＠

動物や果

物など

実物

模型

･絵カード

●

●

８ミリ

写真

１０

１１

4，５

７，１０

一
一

遊

１

ヨ１

１

生・

Ｉ

４
ハ
ヨ
ｒ
ｐ
Ｌ

イ
ー
エ
１
１
上

９

１

フ

０
５
２
１

１

１
１

一
一
一

国１

１

m

●



－２６４－

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

(2)お店ごとに売っている品物を分

ける

○

○

○

おもちゃや 車・人形。ボ

－ルなど

くだものや一りんご・み力

んなど

(3)お店づくりをする。

○

○

○

品物の名前カード

値段のカード

看板

(4)係を決める。

○

○

お客さん（買う人）

店の人（売る人）

(5)買い物をする。

◎

○

指示された物

自分で買いたい物

。

(6)買い物に必要な言葉の使い方を

練習する。

基本話型

圃１．店「いらっしゃいませ｡」

客「これをください｡」

店「はい｡」

「どうもありがとうござ

いました｡」

厩２．店「いらっしゃいませ｡」

客「○を△こください｡」

店「はい｡」

客「いくらですか｡」

店「×円になります｡」

客「はい｡」

店「どうもありがとうござ

いました｡」

、

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

できるだけ区別しやすいような

物を準備し，種類別に分けやすい

ようにする。

子どもの能力に応じて，品物や

看板などのカードをなぞり書き

視写・暗写させるようにする。

●

値段は,子どもたちの実態に応じ

てわかりやすいものにする。

多くの係を経験させるために，

係を交代させたり，係りの種類

を増やしたりする。

て

最初は，教師がお店の人になっ

９ スムーズに買い物ができるよ

うにする。

買い物をする時には，買う物

(教師が依頼したもの）を店の人

に言うようにする。また，言えな

い子どもには，指でさしたり紙に

書かせたりする。

子どもの能力に応じて，基本話

型を簡単にしたり，詳1.くしたり

する０

買い物のし方や買い物に必要な

言葉の使い方は，繰り返し練習さ

せ慣れさせる。

あいさつなどの言葉についても

必要に応じて指導する。

できない子どもには，教師が一

緒にやりながら買い物のし方など

身につけさせる。

他の教科・領域との関連を図り

ながら取り扱うようにする。

･お店の看

●

板

模型

･カード

･油性ペン

●

●

パス

かご

･基本話型

の表

1５１７

１８１９

２１

１４１５

１０１３

７
８
５

０
４
１
５
９
１

一

一

一

－

一

遊

1２

１１２

一
一

Ｉ

Ⅲ
１
１
Ⅲ
。
Ｉ
Ⅲ

国
生
●
●



265

題 材 もしもしあのね 電話ごっこ 電話ごっこ 電話 電話ごっこ 電話

学部 /Ｉ、 ﾉＩ、 中 中 高 高

学年・段階 低 中 ●

■一

局 Ａ Ｂ・Ｃ Ａ Ｂ・Ｃ。Ｄ・Ｅ

月（時数） １１月（８） １１月（８） 1１月（１２） １１月（１２） １０月～11月(４） 10月～11月(４）

目
標

○

○

○

おもちゃの電話での遊びを通して，言葉のやりとりをすることに慣れさせる。

電話ごっこを通して，簡単なことなら電話で聞いたり話したりすることができるようにする。

電話の簡単な取り次ぎや伝言ができるとともに，相手や場に応じた話し方ができるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

１．あのねごっこをする。

０

○

教師と一緒に

友達同士で

2．電話ごっこをする。

(1)糸電話を使ってする。

(2)模擬電話を使ってする。

○

○

教師と一緒に

友達同士で

3．電話を受ける。

（１）ベルが鳴ったら受話器を取る。

(2)自分を名乗り，相手を尋ねる。

「はい 戸、ヴ です｡」

(3)電話を取り次ぐ。

｢ちょっと待って下さい｡」

(4)用件を聞く。

○ メモする

4．電話をかける。

(1)受話器を持ってダイヤルをま

わす０

(2)相手を確かめ，自分を名乗るｃ

(3)

「もしもし～さんですか｡」

｢私は～です｡」

用件を伝える。

5．電話をかけあう。

０

０

○

○

○

○

○

○

○

○

身振りや絵などをもとに教師の

方から身近な話題について「あの

ね」という言葉で話しかける。

ままごとなどの場面で電話を使

う場を設定して，電話での応対に

慣れさせる。

話しかけるときは必ず「もしも

し」という言葉かけをさせる。

相手の話は最後まで聞き，わ力

らない時には聞き返させる。

〕

受話器の持ち方や置き方につい

ても留意する。

電話がかかったら近くの人Iこか

わってもらったり，メモをとった

りするなど，能力に応じた方法で

受けさせる。

数字のわからない生徒は，教師

が一緒にダイヤルをまわし，電話

をかけることの抵抗を和らげる。

いろいろな相手や用件を設定し

て，言葉使いの練習をさせる。

発音，速さ，声の大きさなども

注意して話させる。

必要に応じて，公衆電話も取り

扱う０

･糸電話

･模擬電話

･校内電話

･メモ用紙

･電話番号

表

･公衆電話

１０

６

９
９

２
９
９
９
７
５
７
７
９
８
８
５
３
３

１

－

－

－

－

－

－

－

－

一

一

一

一

一

一

一

Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ｉ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ｖ
Ⅲ
Ｖ
Ｖ
Ⅳ

１

国
社

ト

●



－２６６－

、

題 材 まねて書こう 年賀状 はがきや手紙 いろいろな書式

学部 /Ｉ､ /Ｉ、 中 高 中 高

学年・段階 低 中°高 Ａ Ａ・Ｂ ＢｏＣ Ｃ・Ｄ・Ｅ

月（時数） １２月（６） １２月（９） １２～1月（１５）

目
標

○

○

○

年賀状になぐり書きをして書くことを楽しむことができるようにする。

丁寧な文字で，はがきや手紙を書くことができるようにする。

簡単な履歴書や証明書などの項目の意味が分かり，書写できるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

1．なぐり書きをする。

2．名前を書く。

(1)名前のカードを選ぶ。

(2)文字カードで名前をつくる。

◎⑥、
(3)名前を書く

○

○

○

０

なぞりがき

模写

暗写

3．手紙や葉書きなどを見分ける。

○

○

０

絵葉書

年賀状

手紙など

4．年賀状を書く。

○

○

○

自分や相手の住所。氏名

郵便番号

Ｉ慣用句

「あけましておめでとう

ございます｡」

○

○

○

○

○

○

名前は教師が手を添えて書かせ

自由ななぐりがきを子どもにさせ

る０

カード選びや文字カード選びは

しるしや見本を手がかりに探させ

慣れてきた段階で文字だけの選択

○

○

をさせる。

名前を書けるようになったら，

用紙のマス目や行間を小さく細く

して ツ その枠内に書かせる。

能力に応じて，少しずつ漢字を

取り入れて名前を書かせる。

今までにもらったことのあるも

のを持ち寄らせ，絵や似たような

文字，形などをもとに分類させ，

いろいろな通信文に気づかせる。

住所やあて名など難しい部分は

代筆し，できるところから書かせ

ていく。文字の大きさや字の配置

等についても配慮しながら書かせ

る○

能力によっては用筆を変えて書

かせる０

投かん等については他教科・領

域との関連を図る。

⑨ 用紙

･文字カー

ド

°名前カー

⑤

ド

用紙

･絵葉書

・年貨状

● 手紙

･葉書き

など

｡年賀状

＠

●

名 簿

サインペ

ンや筆

１
５
６
８
９
０
７
８
９
０
７
１
４
１
８
４
５
７
４

２
１
１
１
１
２
１
１
１
２
１
１
１

２
１
１
１
２

－
－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
父
一
一
一
一
－

１
１
１
１
１
１
１
Ⅲ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
．
Ｉ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
１

１
１
１
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主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容

5．葉書きや手紙を書く。

(1)受取人の住所・氏名を書く。

(2)差出人の住所・氏名を書く。

(3)郵便番号を調べる。

(4)書く内容を決める。

０ 近況報告

(5)文を書く。

(6)手紙文の形式を調べる。

○

○

○

時候のあいさつ

主文

後付けなど

6．いろいろな書式の書類を書く。

(1)いろいろな書式を調べる。

○

○

○

０

預入票，払戻票

申し込み書，諸証明書

履歴書，身上書

領収書，伝票ほか

(2)いろいろな書式を読み取る。

(3)

○

０

○

○

○

○

○

住所

日付

， 氏名

金額ほか

いろいろな書式を書く。

住所，氏名，生年月日

本籍地

家族構成

趣味，特技ほか

○

○

○

０

○

○

誤字や脱字があると配達に支障

があることを知らせ，いつも正確

○

に書くように留意する。

○

郵便番号簿の利用のしかたをお

さえておく。

日付や名前を書く位置など，便

せんの使い方にもふれる。

書いた葉書きや手紙は投かんさ

せる

○

０

実習先で使われる書式や日常生

活でよく利用されている書式を中

○

心に集める。

○

用途別に分類させ，その必要性

や使用法を考えさせる。

それぞれの書式の用途，使う場

所等から，必要な項に気づかせる

¥や夢の意味，太枠で囲まれて

いる所など，記入に必要なことを

知らせる。

記入する項やその場所等を確認

してから書かせる。

履歴書や証明書等については，

あらかじめ一人ひとりの見本を準

備し，正しく模写させる。

諸証明書等についてはその申宗

先や提出期限等にもふれておく。

･葉書き

･便せん

● 封筒

｡郵便番号

●

簿

切手

亜
不
西
不

入
一
民

預
払
、
●

｡諸証明書

°履歴書用

紙ほか

｡諸書式

８
８
９
０
２
１
２
１

２
３

２
３
４
５
９

１
１
１
２
１
９
１
１
１
１

一
一
一
一
一
一
父
一
一
一
一
一
一
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一
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－２６８－

題材 絵カードで遊ぼう 力 〕るた

学部 /Ｉ、 /Ｉ､ 中 高

学年・段階 低 中。高 Ａ・Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ

月（時数） 1月（４） 1月（４） 1月（６） 1月（６）

目
標

○

○

０

身近にあるものの色や形の異同がわかり，具体物や絵と名前を結びつけることができるように

する ◎

ｶﾕるたとりをして，ひらがなや簡単な語句を読むことができるようにする。

ｶｭるたつくりをして，簡単な語句や短い文を書くことができるようにする。

主な学習活動・内容 留意点 準備 関連内容
グ

1．いろいろな形や色，動物や乗り

物などの絵カードで遊ぶ。

(1)同色，同形のカードを集める。

(2)教師の言ったカードをとる。

２．かるたとりをする。

(1)ひらがなの一文字カードでか

るたとりをする。

回
図一画[ヨー団など

(2)ひらがなの二文字くらいの力

一ドでかるたとりをする。

圃

回一目回-画 など

(3)読みふだを読んで，絵ふだを

とる。

(4)絵ふだを並べ，読みふだを合

わせる。

３．かるたつくりをする。

(1)簡単な語句や短い文を考えて，

力>るたをつくる。

圃⑧んなたこあげうれしいな

⑧くれたふくれたおもちやき

⑧むさにまけるなタイヤひき

(2）かるたとりをする。

０

○

○

○

○

○

○

○

○

色や形の名前を言ったり，触一つ

て形を調べたりして，同色，同形

のカードを集めるようにする。

子どもたちがよく知っている動物

や乗り物のカードを使って，力

ド遊びへの興味・関心を持たせる。

ひらがな一文字や二文字くらい

のカードを準備し，カコるたとりに

楽しく参加できるようにする。

子どもの能力に応じて，絵ふだ

の枚数を少なくしたり，知ってい

る文字のカード（自分の名前）だ

け並べたりしてかるた取りをさせ

る。

絵ふだに書いてある文字に気を

つけながらさせる。

ひらがなを正しく読めるように

繰り返し練習させる。

読みふだの文は，身近にある事

などから考えさせるようにする。

また，絵ふだを準備しておき，

それに合う言葉を考えさせてもよい。

子どもの能力に応じて，なぞり

書き，視写，暗写をさせる。

子どもたちがつくったかるたで遊

ばせ，つくった喜びを味わわせる

ようにする。

･同色の力

●

一 ド

同形の力

ド

･動物や乗

リ物など

のカード

･一文字や

二文字の

ｶｺるた

･見本のか

るた

･白表紙

･パス

･油性ペン

４
８
４
８
０

１
１

１
２

４

1１

９

０
１
５
８
１
４
５

２
１
１
１
２
１
１
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一
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2月（８） 2月（８） ２月（１２）

劇劇遊びをしよう題材

学部

学年・段階

月（時数）

小
一
軸

中
一

Ａ。ＢｏＣ

小
一

低

巨

雁可

Ａ・Ｂ。Ｃ・Ｄ・Ｅ
ﾓ苛
仁、

2月（１２）

・ＶＴＲ

･写真

･用紙

･鉛筆

など
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ｏ友達と一緒に，レコードやテープに合わせて劇遊びができるようにする。

。登場人物や話の筋などがわかるようにする。

。感情をこめて，簡単なせりふを言ったり，動作したりすることができるようにする。

目
標

・ＶＴＲ

･写真

･用紙

･鉛筆

など

Ｉ－１７

ｍ－１５

ＩＶ－１５

Ｖ－ｌ８

3．学習のまとめをする。

（１）ＶＴＲや写真を見る。

（２）楽しかったこと，難しかった

こと，感心したことなどを，発

表したり，簡単な文に書いたり

する。

ｏみんなの前で，発表できたとい

う成就感を味わわせる。

Ｉ－１７

ｍ－１５

ＩＶ－１５

Ｖ－ｌ８



－２７０－

題 材 何でも書こう 文集 年間の思い出

学部 /Ｉ､ 中 高

学年・段階 低 中・高 Ａ・Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ。Ｄ・Ｅ

月（時数） 3月（４） 3月（４） 3月（６） 3月（６）

目
標

○

○

○

なぐりがき，形がき，線がきなどをして，かくことに興味を持てるようにする。

なぞりがき，視写，暗写をして，簡単な語句や短い文を書くことができるようにする。

一年間経験したことや心に残づていることを，順序だてて書くことができるようにする。

主な学習活動。内容 留意点 準備 関連内容

１．何でもかきたいものを書く。

(1)なぐりがきをする。

(2)形がきや線がきをする。

○

○

○

型板

ぬり絵

なぞりがき

2．簡単な語句を書く。

(1)なぞり書きをする。

(2)視写をする。

(3)暗写をする。

3．一年間の思い出を発表する。

(1)経験したことを発表する。

(2)一語文で書く。

(3)順序立てて書く。

(4)詳しく書く。

(5)文集を作る。

(6)発表する。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

いろいろな色のフェルトペン，

鉛筆，クレパスなどを準備し，好

きなものが，自由にかけるように

する 。

一年間のでき事がわかるような

型板やぬり絵を準備する。

子どもの腕，手，指の動き，目

と手の協応の実態に応じて，字の

大きさ，文字の組み合わせを考慮

する０

｢横に長く」「まるかいて」等

リズムをつけるようにする。

ＶＴＲや８ミリを見せ，一年間

の行事や学習を思い出させる。

，

経験したことや事実を過去形で，

順序立てて書くことから始め，徐

々に自分の気持ちや心に残ったこ

とも書けるように促す。

句点や読点の使い方，長音，勘

音，促音，はつ音，助詞の書き方

や使い方にも注意させる。

鉛筆の持ち方や姿勢に留意する。

一人ひとりの思い出の発表では，

心情面を大切にする。

●

●

●

フェルト

ペン

鉛筆

クレパス

･画用紙

●

●

半 紙

型板

。ぬり絵

･絵カード

・文字カー

ド

・ＶＴＲ

● ８ミリ

２
３
１
２

15,16

17,18

19,20

21

14

５

３

１５，１６

１７，１８

4

15,16

18,19

20

４，

１８，１９

２０，２２

２３

－

－

－

－

一

－

－

一

一

国Ｉ

図１

１

国Ｉ

Ⅲ

国１

m

●
●
●

Ⅳ
１




